
○実施概要

期間： 平成30年7月28日（土）～9月24日（月・祝）の期間中51日間

（8日間は台風・増水のため閉鎖）※Ｈ29は14日間

時間： 9：00～18：00（受付は16：30まで）18時～翌9時は閉鎖。

土日祝・盆の12～20時は警備付 ※Ｈ29は9：00～16：30

料金： １名あたり500円（清掃・警備費等の環境整備の協力金）

小学生以下・65歳以上・障害をお持ちの方の入場は無料

散歩等BBQ以外の入場は自由

会場： 桂川・松尾橋右岸付近（京都市西京区嵐山朝月町）

桂川・松尾橋周辺環境改善のための
BBQ有料化社会実験を実施しました

○利用者

20～30代を中心とした学校や職場関係の団体や、河原遊びを目的にした親子連れが多く来場しました。

主催：国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所／協力：桂川河川区域利用調整プラットフォーム（構成：淀川河川事務所、京都府建設交通部、

京都市建設局、京都市西京区役所、嵐山東自治連合会、松尾自治連合会、一般財団法人公園財団）／運営：一般財団法人公園財団

有料 無料 合計 組数

合計 4,653 248 4,901 390

平均（全体） 78.9 4.2 83.1 6.6

平均（平日） 58.9 1.5 60.4 4.8

平均（休日） 106.1 7.8 113.9 9.1

※閉鎖日含み、お盆は休日に含む

○平成30年度社会実験の趣旨

桂川松尾橋周辺ではバーベキュー利用者が多く、大量のゴミ放

置、カラス飛来、騒音・花火、煙・臭い、路上駐車等の迷惑行為が

発生していたため、問題解決の一つの手法として、バーベキュー利

用者から利用料金をいただき、ゴミ回収や清掃・警備などを行うこと

により周辺地域の環境改善をはかる、BBQ有料化社会実験に取り

組んでいます。

社会実験は平成29年度から実施しており、高い環境改善効果が

見られた一方で、利用しやすさや収支に課題がありました。平成30

年度は、前年度より実施期間や利用時間帯の拡大、機材レンタル

サービスの導入、スタッフ数の適正化、事前周知の強化等を図り実

施しました。

2018
7.28 - 9.24

実験期間中・夏休みで賑わう河川敷

住宅に近い場所に捨てられた大量のゴミ（H30GW）
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2018年ゴールデンウィークの様子

河川敷が賑わっていても迷惑駐車は見られなかった ゴミ分別や炭回収にご協力いただいた

社会人グループ子供連れグループ 学生グループ

社会実験期間中の利用の様子

放置されたゴミがカラスによって荒らされている 車道を埋める迷惑駐車

利用時間・期間の拡大やスタッフ配置の効率化を

図りましたが、ゴミ放置・騒音・路上駐車などの

迷惑行為の抑制、飛来するカラスの減少に

大きな効果が確認できました！
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【事中チラシ】注意事項やゴミ分別について掲載

SNSで台風や増水時の運営状況を発信

管理運営【受付・清掃・レンタル・広報等】

増水時の警備

受付でリストバンド・ゴミ袋を配布 会場内の清掃 使用済みの炭を回収

仮設トイレに手洗いを追加 カラス飛来対策をしたゴミ置場

迷惑駐車減少のためのレンタル受付 台風に備えた施設の固定作業

社会実験前は、最も利用の多い年代である20代向けに
京都市内の大学を中心としてポスター・チラシを配布。

期間中には、環境改善に向けた本取り組みが、
読売新聞（8/4）・京都新聞（8/22）に掲載されました。

【事前チラシ】利用の流れや手ぶらでBBQサービスの案内

定期的なゴミの搬出
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○評価する内容

・場所も活用できて、有料化することによって来る人たちの意識も変わってくる

と思うので、一石二鳥で良いと思いました。

・住んでる方に迷惑をかけず楽しんでいけたらと思います。

・美しい景観を保っていけるように利用者が気をつけて利用したらいいと思う。

○改善を希望する内容

・告知なしで５００円はきついです。もっと告知してください。困った人ありです。

・ゴミはないが整備をしてもう少しＢＢＱをやりやすいようにしてほしい。

・雑草などの管理、石の処理があればなお良い。

・レンタルと一緒に網や木炭も置いて欲しい。

【環境面】カラスによるゴミの散乱、迷惑駐車、騒音等の迷惑な状況

は社会実験中ほとんど見られなかった。夜間の花火実施によるゴミ放置

が多く確認されたが、朝の清掃で対応し、会場周辺をきれいに保つこと

ができた。新たな課題としては左岸のBBQ実施者のゴミ放置がある。

未だ利用の最も多いＧＷ期間はカバーできておらず課題が残されている。

【地 元】特に反対意見もなく、有料化や運営期間・時間の延長に対し

て概ね肯定的と感じた。

【利用者】昨年より肯定的な意見が多い結果となった。昨年は不満の多

かった利用時間を延長したことで、時間に対する意見は大幅に減少した。

【収 支】設備や人員等の運営体制の経費削減を試み、削減後も運営は

可能であった。さらに時期による利用者の変動によって人員を調節する

ことで、経費削減の可能性が感じられた。しかし、収入が思うように伸

びず、昨年度を上回る支出超過となった。ただし１日あたりの赤字幅は

対前年の35％に圧縮した。

結果と課題

地域・利用者の声や反応

55%44%

1%
【事前周知】
※Ｈ30のみ

社会実験を
事前に
知らなかった知っていた

未記入

「知らなかった」のうち自家用車利用者は50％
「知っていた」のうち自家用車利用者は29％

昨年度はスタッフに多様なご意見が寄せられたが、今年度はご意見自体が少なかった。代表的な意見・反応は以下の通り。

○鉄道事業者より（平成30年3月）

・有料化社会実験をぜひ今後も行ってほしい。できれば、最もBBQ利用者の多い4月からGW期間にもお願いしたい。

○電話での事前問い合わせ数件

・松尾橋周辺でBBQを検討しているため、今年度の実験期間を教えてほしい。（実験を避けたいかどうかは不明）

○SNS上の投稿（ツイッター・インスタグラム）

・現地看板や新聞報道からゴミ放置の現状に触れたうえで、有料化に賛成するもの、仕方ないと感じているものが数件。

・＃タグで「有料化」等を表現するが、内容には触れずにBBQを楽しむ投稿が数件。

○会場にて

・左岸でのBBQ利用、ゴミ放置への対策を検討してほしいとの意見が数件。
会場利用者アンケート
Ｈ30：n=278 Ｈ29：n=123

左岸のBBQ利用者

左岸交差点に放置されたBBQゴミ

公共交通機関の利用率に変化

はあまり見られなかったが

社会実験実施を事前に

知っていた人は、自家用車を

利用する数字が下がった。

広報の強化によって

減少の効果を確認できた。

24%

47%

44%

42%

20%

5%

6%

4%

7%

1%

Ｈ29

Ｈ30

良い まあ良い やや不満 不満 未記入

【有料化社会実験に対する評価】

肯定的な意見が増加しました！

【交通手段】

※複数回答・総回答数に対する割合

37%

39%

13%

12%

33%

31%

8%

7%

3%

5%

2%

3%

Ｈ29

Ｈ30

電車 バス 自家用車 自転車 タクシー

徒歩 バイク その他 未記入

公共交通機関
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